
ＪＲ室蘭線活性化連絡協議会
岩見沢市
（事務局）

JR北海道が運行するJR室蘭線（岩見沢駅～沼ノ端駅間）は、岩見沢市・栗山町・由仁町・安平町・苫小牧市の２市３町にまたが
る全長６７．０kmにおよぶ、計１３駅（うち有人駅２駅 無人駅１１駅）を有する路線であり、古くから貨物輸送の面で大きな役割を

果たしてきた。現在においても、通学利用を中心として、沿線住民の生活に密着している路線であり、加えて、北海道の農産物な
どを道外へ運ぶ、貨物輸送としても重要な路線である。

概 要

平成３０年１１月８日設置

○JR室蘭線活性化連絡協議会開催状況
令和７年４月１日 第１回協議会を開催
【議題】 ・令和７年度事業計画（案）及び予算（案）について

○地域公共交通再構築調査事業の主な内容

・室蘭線沿線住民モニター事業
・室蘭線通勤定期モニター事業

○JR北海道室蘭線の課題
・コロナ禍後における、継続的な利用者の減少
・物価高騰等により輸送に必要な経費の増加
・地域資源やイベント等と連携した公共交通
・人口減少を背景とした通勤・通学等の生活利用者の減少

○JR北海道室蘭線の輸送密度及び収支 【R6年度実績】

・輸送密度 ３２７人／日
・営業収益 １０３百万円 ・営業費用 １，１７５百万円
・線区収支 ▲１，０７１百万円

JR北海道室蘭線の概要

（1）運行ルート

（2）運行ダイヤ

上り　岩見沢　⇒　沼ノ端
岩見沢発 栗沢 栗山 由仁 追分 早来 沼ノ端着

5:57 6:10 6:20 6:26 6:46 7:00 7:16
9:03 9:15 9:26 9:32 9:53 10:06 10:20
13:03 13:16 13:26 13:33 14:09 14:21 14:37
15:05 15:18 15:28 15:34 16:06 16:19 16:33
16:35 16:48 16:59 17:05 17:28 17:40 17:56
19:38 19:51 20:02 20:09 20:29 20:41 20:55
21:32 21:45 21:55 22:01 22:30 22:43 22:58

下り　沼ノ端　⇒　岩見沢
沼ノ端発 早来 追分 由仁 栗山 栗沢 岩見沢着
－ ー 6:02 6:20 6:27 6:37 6:50
6:19 6:33 6:50 7:08 7:15 7:26 7:40
8:45 9:00 9:24 9:42 9:48 9:58 10:11
13:30 13:45 14:05 14:22 14:28 14:38 14:50
17:25 17:39 18:04 18:21 18:27 18:37 18:49
20:04 20:18 20:34 20:51 20:57 21:07 21:19
21:37 21:52 22:06 22:24 22:29 22:39 22:51
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ＪＲ室蘭線活性化連絡協議会 地域公共交通再構築調査事業の取組状況

●事業の結果概要

（1）普段の室蘭線の利用状況について

問 室蘭線を使っての外出についてお答えください 【調査結果より抜粋】
問 応募されたきっかけにあてはまるものはどれですか。

➤モニター参加者は、普段から自家用車での移
動が多く、室蘭線を利用するきっかけとしては
観光・遊び・レジャーとなっている。

検証を踏まえた今後の方向性

JR室蘭線は通学利用を除き日常的な利用が
少なく、モニター事業参加者への調査でも、希
望の時間帯に列車が運行していないため、自
家用車での移動が多い結果となり、利用機会
が限られている。
そのため、室蘭線の利用価値を「移動」から
「体験」へ広げる観点から、沿線イベントへの来
場手段として、鉄道利用を積極的にPRするとと
もに、休日における需要を踏まえた適正ダイヤ
の設定を検討する。

➤満足度が高い項目としては、車内の快適
性、駅の待合施設となっており、移動空
間としての快適さと非日常空間が評価さ
れている

➤鉄道ならではの楽しみとして、「アルコー
ルが楽しめる」や「自由に景色を楽しめ
る」といった自家用車にはないメリットを
享受できている。

➤満足度が低い項目としては、運行本数、
運行している時間帯となっており、待ち
時間の増加等により利便性が損なわれ
ている。

問 室蘭線をご利用になった満足度についてご記入ください 【調査結果より抜粋】

（2）室蘭線の利用満足度について
検証を踏まえた今後の方向性

運行本数及び運行時間帯に関する不満が顕
著であり、特に昼間に運行空白時間帯が存在
することにより、利用者の移動行動が制限され
ている。
このため、他の交通機関との相互補完を前
提に、効率的な交通ネットワークの形成に向け
たあるべき交通体系の検討を進めるとともに、
バス接続及びJR他路線への乗換に関する情
報発信を強化し、利便性の向上を図る。
また、不便な中でも鉄道利用の楽しみを享受
できるようソフト面の改善を図る。

（3）自家用車通勤と室蘭線通勤の満足度比較について 検証を踏まえた今後の方向性

鉄道に求められる基本的なサービスに対する
評価は高いものの、利用時間帯との適合性の
要因により、自家用車からの転換は見込めな
いと考えられる。
通勤での利用拡大には、通勤時間帯に合わ
せてダイヤを調整する必要があり、通学利用と
の調整が不可欠であることから、鉄道利用者
の実態調査（目的・区間など）を行い、需要に
応じた列車運行体制への見直しを検討する。

問 室蘭線を通勤でご利用になり、今後の室蘭線の利用意向について伺います。【調査結果より抜粋】

➤高速性や定時性など、鉄道に期待されるサー
ビスへの評価は高いが、室蘭線の欠点である
利用時間帯との適合性の不満が高いため、自
家用車から鉄道への転換は見込めない。

➤今後の利用意向では、通勤での利用は見込め
ないものの、飲食（アルコール）の機会等での
利用は期待できる
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駅の待合施設（ご自宅最寄駅）

他の列車・便との接続、効率の良さ

バスやタクシーとの接続、使いやすさ

室蘭線の総合的な満足度
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飲食(アルコール)の機会等に利用

無料乗車の機会があれば利用

室蘭線は使わないと思う

そう思う やや思う あまり思わない 全く思わない 該当なし
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ＪＲ室蘭線活性化連絡協議会 地域公共交通再構築調査事業の取組状況

モニターの利用満足度は運行本数と運行時間帯の不満が多く、特に通勤定期モニターの調査結果からは今後も通勤定期で利用する
人はいなく、現状を上回る利用を見込めない結果となった。
今後、他の交通機関との相互補完を前提に効率的な交通ネットワークの形成に向けたあるべき交通体系の検討を進めるとともに、バ
ス接続及びJR他路線への乗換に関する情報発信を強化し、利便性の向上を図る。

（1）引き続き沿線住民の生活の足を確保していくため、マイレール意識の醸成を図る取組みや定期外収入の増加に向けた利用促進の
取組みを推進する。

（2）JRと並行して運行するバス事業者等と連携し、運行空白時間帯を相互に補完し、利用需要に応じた適正なダイヤ設定を検討する。
（3）札幌圏から近距離にある沿線の優位性を活かし、地域イベント等との連携による誘客施策を検討し、新規利用者の獲得及びリピー
ターの拡大を図る。

（4）沿線駅周辺の観光施設・飲食店に関する情報発信や室蘭線を使ったモデルコースの提示により、室蘭線の利用価値を高め、観光
利用の促進を図る。

（5）1日フリー切符を活用した利用促進策（発売方法の改善を含む）を検討し、鉄道利用の楽しさを知った潜在利用者層へのアプローチ
を図る。

上記の改善項目を踏まえ、沿線関係者の連携のもと、沿線の利用価値向上に資する取組を推進し、地域交通の利便性及び持続性の
向上を目指す。

概ね事業は適切に実施された。

●事業実施の適切性

・事業は計画どおりに実施されている。
・他の交通機関との相互補完を前提に、効率的な交通ネットワークの形成に向けたあるべき交通体系の検討を進めるとともに、バス接続
及びJR他路線への乗換に関する情報発信を強化し、利便性の向上に資する取り組みをご検討いただきたい。
・今後、持続可能性と利便性の高い地域公共交通への再構築に向けて取り組んでいただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

●事業の今後の改善点（特記事項含む）
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